
佐賀大学農学部学位授与の方針   

学部ならびに各コースの目的を実現するために，佐賀人草学⊥力を踏まえ，学生が身に†、j‾けるべき以下の具体的学  

習成果の達成を学位授与の力‾針とする。また，学町に定める卒業の認定の要件を満たした者には，教授会の講を経て，  

学長が中葉を認定し，学位記を授与－する【  

①基礎的な知識と技能  

言言轄・情報・科学リテラシーに関する授業料目を履修し， 日本語と英語を用いたコミュニケーション能力を身に   

イ」十ナ，情報通†吉技術 ＝〔二11Jなどを用いて多様な十嗣卜圭を収集・分析し，科学的合f判生や科学的論理に基づいて判断   

し，モラルにロリって効果的に活用することができる。  

（訂取越発見・解決能力  

農学分野の知識・技術を体系的に修得し，農学に問わる業務を逆行する職業人としての必要な実践能力を有する。   

さらに深い学識を用いて専門分野にま封ナる謂見醐牢決に向けての基木的研究技能と研究マインドを身に付けている。  

（冨・個人と社会の持続的発展を支える力  

4年間の教育課程を通して高い倫理観と豊かな人間性を育み，社会生活で守るべき規範を順守し，白己の能力を   

社会の健全な発展に寄与しうる姿勢を身に付けている。  
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佐賀大学農学部 教育課程編成・実施の方針  

1．教育課程の栢成   

学位授与の上‾針を具現化するために，以卜の方針の1∵に教育課程を編成し，教育を実施する。   

学生が身にイ、」‾けるべき具体的な学習成果の達成を農学部の「学位摂づ－の方針」，①英雄的な知識と技能，②課   

題発見・解決能力，③個人と社会の持続的発展を支える力，として定めている。効某的な学習成果をあげるため   

に，教養教育科目と専門教育科目を有機的かつ体系的に配吊した4年間の教育課程を編成する。  

〔D應帯的な知識と技能  

教養教育において，文化・∩然・現代社会と生活に関する授業料目（主に某木教養科目），言語・情報■科学   

リテラシーに関する授業科目（外国語科目，情報リテラシー科目，大学入P11科目，鹿本教養科目）を，幅広く帽   

幡できるように西己托する。だ■主筆分野ロ〕某礎的な知識・技術を体系的に学習し，出Uに直結したカリキュラムを構   

築するために，1牢前学期に学部基礎科目を，1年後学期に専門主■7入科目を必修及び選択・だ、修科目として配吊す  

る。また，コースの専門領域を理解するための専門必修科月を配間する。3隼吹からは，各教育研究分野の独口   

件を発揮Lた多様なカリキュラムに応じた専門科目を配吊する。  

②吉光題発見・解決能力  

是隻芋分野の某礎的な知識■技術を体系的に身に付けるために宇部某澤村目〔某礎数学，物理草，生物草，化学，   

應辟統計学〕と専門照入科目（アグリキャリアデザイン，農学概論，生物化学，栽培学汎論，十壌学，農業1CT   

学，生物統計学，蹟業繹蘭学，食品科芋）を1イド次に配円する。また，専門ロ〕情報リテラシー科目や外国語秤目  

〔科学英語）を配吊する。農学分野における岩見題発見と解決能力の修得のために，情報収集・分析力，研究技能   

と研究マインド，リーダーシップを莞挿する指導力など抑養成に関する講義科軋．某鰊・演習科目及び卒業研究   

を申PL悍卜目として配吊する。農学に問する専門的な知識・技術を修得し，農学に問わる業務を逆行する職業人と   

しての実践能力を養うために，専門科目〔必修及び選択〕と実験・演習科目を2隼吹から4隼決まで体系的に配  

吊する。  

③個人と社会の持続的発展を支える力  

社会とロ〕問わりを珊僻し，持続的な［己実現を阿るための能力・習慣を身に付けるために，学部専門科目とし   

て，問題解決型学習方式で実施する演習やインターンシップを配吊する。また，横断的な学習を支援するために   

学生が所属コース指定外の科目を∩由に履修でき，修得単位の 一定範関内を専門科目の単位として認定する。各   

教育石」けE分野への配吊を3牢次に実施し，卒業研究修了まで専門的な研究環境を長期間緯顆する。その環鏡下に   

おいて学士（朋学）として十分な専門卸青砥と先端抜術を修得し，研究チームの 一員としての協調性■高い倫≡哩鞄   

と豊かな人間性を養うことを目的とLた専門科目〔卒業研究など〕を配吊する。  

2．教育の実施体制   

〔り 授業料ログ〕教育内容ごとに，その分野の授業を行うのに適した専門性を有する教員が講義■演習・実験実習等を   

担当するように掲当教員を配吊する。  

〔2）各授業料［＝こ士担1教員を閃き，碍数の担当教員により実施する授業の 一貫性を担保するなど，軽業秤目を統挿  

する。   

〔3）宇部に敢育‡旦当副宇部長（教育委貝長〕を，各コースに教育委員を田き，教育内容及び実施の照合十生・統合十生を  

凶る。  
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3．勢胃・指導の方法  

〔1）講義に上る知識の学習と，演習や実験実習による実証的学習や体こ韓学習とをバランスょく組み合わせて学習成果   

を高めるL、  

〔2）全ての学牛にチューター け旨環教員）を配置し GPAを利用した，きめ細やかな曜修指導や学習支援を行う。  

〔3）客数員は，全ての授業料目について学生による授業評価を実施し，その結果を肺まえて軽業改善報告書を作成す   

る。また，教育方法の改善のたbf）のFDを推進L．4iL教員はFD活動に朽怖的に参加する。  

〔4）各教員は，実習科目や演習科Hにおいて，可能な限りTAを採用し，学部教育の改善を図り，各章期末にはTA   

報告書を作成する。  

〔5）各コースは大学入門科目やインターンシップなどの軽業秤目において，可能な限りキャリア教育の充実を図る。  

〔6）朽コースはeラーニングやアクティブラーニング，LhノISなどの新しい教育方法を朽庫的に導入Lて，教育方法   

の改善を図る。  

4．成括の評価  

〔1）糾章票科目の学習内界，到達目標，成絹評価の方法・鹿野をオンラインシラバスに上り学利こ廿加し それに則   

した厳柿な成照評価を行う。  

〔2）定められた應姫によって学修到達度を評価し コース分属や分野分札 卒業研究履修認定を行う。  
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